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　９月１日、更別神社秋季祭典

が開催。五穀豊穣や家内安全を

願い、さらべつ三五四 ( みこし )

会員や更別農業高校の生徒、本

村で実習を行う酪農学園大学の

学生が神輿を担いで更別市街を

練り歩きました。



●
ス
マ
ー
ト
農
業

　
ロ
ボ
ッ
ト
技
術
や
情
報
通
信
技
術(

Ｉ

Ｃ
Ｔ)

を
活
用
し
て
、
省
力
化
・
精
密
化

を
図
り
高
品
質
な
生
産
を
実
現
す
る
た
め

の
新
た
な
農
業
の
形
で
す
。

　
農
業
の
現
場
で
は
、
急
速
な
高
齢
化
に

伴
う
担
い
手
不
足
と
農
業
の
大
規
模
化
が

進
ん
で
い
ま
す
。
ス
マ
ー
ト
農
業
を
活
用

す
る
こ
と
で
、
農
作
業
の
負
担
軽
減
に
つ

な
が
り
、
新
規
就
農
者
・
後
継
者
の
確
保

や
栽
培
技
術
の
継
承
な
ど
が
期
待
さ
れ
て

い
ま
す
。

き
っ
か
け
は
熱
中
小
学
校
事
業

　
第
５
次
移
動
通
信
シ
ス
テ
ム
を
指
し
、

現
在
の
通
信
シ
ス
テ
ム(

４
Ｇ)

と
比
較

し
て
、
超
高
速(

現
在
の
１
０
０
倍
の
通

信
速
度)

、
超
低
遅
延(

現
在
の
10
分
の

１
の
遅
延)

、
多
数
同
時
接
続(

現
在
の

10
倍
の
接
続
数)

が
可
能
に
な
る
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。

●
５
Ｇ

ポ
イ
ン
ト
解
説

　村は研究機関や企業などと連携し、近未来技術の活用に向けて取

り組みを進めています。今月号では、この取り組みについて紹介し

ます。

近未来技術と村づくり

特 集

　
地
方
創
生
の
推
進
に
は
、
Ａ
Ｉ
や
Ｉ
ｏ

Ｔ
、
自
動
運
転
、
ド
ロ
ー
ン
と
い
っ
た
近

未
来
技
術
や
科
学
技
術
研
究
の
成
果
な

ど
、
最
新
の
知
見
を
活
用
し
て
、
産
業
の

生
産
性
向
上
や
公
共
交
通
の
維
持
・
改
善

な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
を
解
決
し
て
い
く

こ
と
が
重
要
で
す
。

　
近
未
来
技
術
の
活
用
に
よ
る
新
し
い
地

方
創
生
を
目
指
し
、
地
方
創
生
の
観
点
か

ら
革
新
的
か
つ
先
導
性
と
横
展
開
の
可
能

性
な
ど
が
優
れ
た
提
案
に
つ
い
て
、
事
業

に
関
係
す
る
省
庁
が
、
各
種
交
付
金
や
補

助
金
な
ど
の
支
援
に
加
え
て
、
現
地
支
援

体
制(

地
域
実
装
協
議
会)

の
構
築
な
ど

総
合
的
な
支
援
を
行
う
も
の
で
す
。

●
近
未
来
技
術
等
社
会
実
装
事
業

　
北
海
道
・
岩
見
沢
市
と
共
同
で
提
案
し

た
事
業
が
近
未
来
技
術
等
社
会
実
装
事
業

に
採
択
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
、
昨
年
10
月

に
発
足
し
ま
し
た
。
協
議
会
は
平
藤
教
授

が
会
長
を
務
め
、
大
学
教
授
や
研
究
者
、

Ｊ
Ａ
な
ど
で
構
成
。
村
が
事
務
局
を
担
っ

て
い
ま
す
。

　
２
０
２
０
年
ま
で
の
事
業
で
、
無
人
ト

ラ
ク
タ
ー
の
公
道
走
行
や
、
ド
ロ
ー
ン
の

自
動
航
行
に
よ
る
農
薬
散
布
の
実
現
を
目

指
し
て
、
研
究
や
実
証
実
験
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

●
更
別
村
ス
マ
ー
ト
産
業

　
　
　
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
協
議
会

　「
モ
ノ
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
」
と
い
わ

れ
る
仕
組
み
で
す
。
身
の
回
り
の
あ
り
と

あ
ら
ゆ
る
も
の
が
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
接
続

さ
れ
る
こ
と
で
、
取
り
付
け
ら
れ
て
い
る

セ
ン
サ
ー
な
ど
が
収
集
し
た
デ
ー
タ
に
基

づ
く
自
動
制
御
が
可
能
と
な
り
、
効
率
化

や
省
力
化
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

●
Ｉ
ｏ
Ｔ

公開実証テストで解説する平藤教授

ドローンで散布した場所を示すソフト

　８月６日、ふるさと館で近未来技

術等社会実装事業の公開実証テスト

が行われました。測量や農薬の散布

を想定したドローン ( 小型無人飛行

機 ) の飛行が実演され、会場を訪れ

た農業関係機関の担当者などの注目

を集めました。

　
昨
年
、
北
海
道
・
岩
見
沢
市
と
共
同
で

提
案
し
た
事
業
が
内
閣
府
の
「
近
未
来
技

術
等
社
会
実
装
事
業
」
に
採
択
さ
れ
ま
し

た
。
２
０
２
０
年
ま
で
に
、
ロ
ボ
ッ
ト
無

人
ト
ラ
ク
タ
ー
の
遠
隔
監
視
と
、
ド
ロ
ー

ン
の
自
動
航
行
に
よ
る
農
薬
の
散
布
、
セ

ン
サ
ー
を
用
い
て
作
物
の
生
育
状
況
な
ど

を
取
得
す
る
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ソ
フ
ト

の
導
入
に
よ
り
、
農
作
業
の
負
担
軽
減
と

収
益
性
の
向
上
を
目
指
す
事
業
内
容
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
稲
作
は
岩
見
沢
市
、
畑
作
は
更
別
村
で

行
い
、
北
海
道
が
国
の
各
省
庁
と
連
携

し
、
農
林
水
産
省
を
は
じ
め
と
す
る
関
係

省
庁
が
そ
れ
ぞ
れ
現
地
の
協
議
会
に
参
加

し
て
、
技
術
の
実
証
実
験
を
展
開
し
て
い

ま
す
。
こ
れ
は
、
平
成
29
年
に
申
請
を
行

っ
た
「
国
家
戦
略
特
区
」
の
重
要
な
分
野

の
実
現
に
向
け
た
第
一
歩
と
な
る
も
の
で

す
。

　
今
年
度
は
、
近
未
来
技
術
等
社
会
実
装

事
業
で
実
証
テ
ス
ト
と
情
報
イ
ン
フ
ラ
の

整
備
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、「
ス
マ
ー

ト
農
業
加
速
化
実
証
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
で

Ｇ
Ｐ
Ｓ
ト
ラ
ク
タ
ー
や
収
量
コ
ン
バ
イ
ン

な
ど
を
活
用
し
た
各
種
試
験
の
実
施
、
従

来
の
農
業
と
の
デ
ー
タ
比
較
な
ど
を
実
施

し
て
い
き
ま
す
。

　
人
材
の
育
成
や
連
携
に
よ
る
地
域
の
活

性
化
を
目
的
に
、
平
成
29
年
に
開
校
し
た

十
勝
さ
ら
べ
つ
熱
中
小
学
校
。
キ
ャ
ン
パ

ス
内
に
あ
る
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
に
、

東
京
大
学
の
平
藤
雅
之
特
任
教
授
が
代
表

を
務
め
る
研
究
機
関
「
Ｃ
Ｒ
Ｅ
Ｓ
Ｔ(

ク

レ
ス
ト)

」
が
入
居
し
ま
し
た
。

　
ク
レ
ス
ト
は
、
畑
の
土
壌
水
分
や
湿

度
、
気
象
条
件
、
作
物
の
生
育
状
況
な
ど

農
業
に
関
す
る
あ
ら
ゆ
る
情
報
を
収
集
し

て
解
析
を
行
い
、
知
識
や
経
験
を
頼
り
に

し
て
い
た
農
作
物
の
栽
培
に
Ａ
Ｉ(

人
工

知
能)

や
Ｉ
ｏ
Ｔ
な
ど
の
先
端
技
術
を
導

入
し
よ
う
と
研
究
を
進
め
て
い
ま
す
。
研

究
拠
点
を
探
す
中
で
、
日
本
有
数
の
大
規

模
農
業
を
展
開
す
る
本
村
で
取
り
組
む
こ

と
が
ス
マ
ー
ト
農
業
の
普
及
に
つ
な
が
る

と
考
え
、
拠
点
の
開
設
に
至
り
ま
し
た
。

　
ク
レ
ス
ト
が
本
村
に
研
究
拠
点
を
置
く

の
と
同
時
に
、研
究
の
進
展
を
期
待
し
て
、

ド
ロ
ー
ン
の
販
売
企
業
や
ア
プ
リ
ケ
ー

シ
ョ
ン
ソ
フ
ト
の
開
発
を
目
指
す
企
業
、

圃
場
で
の
研
究
に
協
力
す
る
農
業
者
な
ど

が
集
ま
っ
て
き
ま
し
た
。

　
村
は
、
農
業
の
将
来
を
見
据
え
、
研
究

を
進
め
や
す
い
環
境
整
備
に
協
力
す
る
た

め
、
国
家
戦
略
特
区
の
申
請
を
行
い
ま
し

た
。
ロ
ボ
ッ
ト
無
人
ト
ラ
ク
タ
ー
に
よ
る

公
道
走
行
や
、
ド
ロ
ー
ン
に
よ
る
管
制
シ

ス
テ
ム(

自
動
航
行)

の
実
証
実
験
な
ど

を
柱
に
、
航
空
法
、
電
波
法
な
ど
各
種
規

制
の
緩
和
に
よ
る
研
究
実
証
の
提
案
を
し

た
と
こ
ろ
で
す
。

　
現
在
、
国
は
国
家
戦
略
特
区
制
度
を
見

直
し
、
生
活
の
各
分
野
で
の
課
題
を
先
端

技
術
に
よ
り
解
消
さ
せ
未
来
社
会
を
先
行

し
て
実
現
す
る
「
ス
ー
パ
ー
シ
テ
ィ
」
構

想
を
推
進
し
て
お
り
、
村
も
検
討
を
進
め

て
い
ま
す
。

近
未
来
技
術
等

　
　
　
　
社
会
実
装
事
業
と
は
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の
農
業
は
、
ば
れ
い
し
ょ
の
育
種

　
　
　
が
基
礎
に
な
っ
て
い
ま
す
。
大
学

で
は
、
ば
れ
い
し
ょ
の
栽
培
の
研
究
と
し

て
早
期
培
土
技
術
の
研
究
に
取
り
組
み
、

農
研
機
構(

国
立
研
究
開
発
法
人
　
農
業
・

食
品
産
業
技
術
総
合
研
究
機
構)

に
は
、

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
し
て
関
わ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
卒
業
後
は
食
料
品
関
係

の
企
業
に
務
め
、
種
芋
の
販
売
や
栽
培
の

指
導
・
普
及
に
携
わ
り
ま
し
た
。
ま
た
、

小
売
業
の
方
と
関
わ
る
こ
と
が
多
く
、
食

品
関
係
の
流
通
や
、
全
国
各
地
の
消
費
地

や
農
業
に
つ
い
て
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
退
職
後
は
、
農
研
機
構
や
大
学
院
で

研
究
を
行
い
、
家
業
の
農
業
に
携
わ
っ
て

い
ま
す
。

　
　
　
ロ
ー
ン
が
世
の
中
に
出
始
め
た
と

　
　
　
き
、
も
と
も
と
電
子
機
器
に
関
心

が
あ
り
、
ス
マ
ー
ト
農
業
へ
の
活
用
の
研

究
を
や
っ
て
み
よ
う
と
な
り
ま
し
た
。
　

こ
れ
ま
で
の
研
究
を
通
し
て
、
企
業
や
研

究
者
が
集
ま
っ
て
最
先
端
を
常
に
考
え
る

こ
と
が
で
き
る
場
所
を
作
り
た
い
と
考
え

て
い
ま
し
た
。ま
た
、農
家
の
規
模
に
合
っ

た
研
究
拠
点
が
あ
れ
ば
実
証
し
な
が
ら
研

究
で
き
、
農
業
の
発
展
に
つ
な
が
る
と
も

感
じ
て
い
ま
し
た
。
将
来
的
に
既
存
の
ト

ラ
ク
タ
ー
を
ロ
ボ
ッ
ト
化
す
る
た
め
に
、

今
の
技
術
で
ど
こ
ま
で
で
き
る
の
か
挑
戦

し
て
い
ま
す
。

　
　
　
マ
ー
ト
農
業
を
考
え
た
と
き
、
栽

　
　
　
培
技
術
や
作
物
の
特
性
を
考
え
た

上
で
、
ど
う
対
処
し
た
ら
育
つ
か
が
大
切

で
す
。
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
圃
場
の
温
度
な

ど
の
情
報
を
取
得
し
、
画
像
で
植
物
の
状

態
を
確
認
。
そ
れ
を
基
に
ド
ロ
ー
ン
を
飛

ば
し
て
マ
ッ
プ
を
作
る
こ
と
に
よ
り
、
圃

場
に
合
わ
せ
た
品
種
や
肥
料
、
病
気
の
予

防
で
撒
く
農
薬
を
選
び
や
す
く
な
り
ま

す
。
畑
の
中
を
１
枚
で
考
え
ず
、
収
量
が

上
が
ら
な
い
と
こ
ろ
に
ど
の
よ
う
に
対
処

す
る
の
か
と
い
う
と
こ
ろ
で
す
。
ス
マ
ー

ト
農
業
の
実
証
実
験
の
狙
い
は
、
ハ
イ
リ

タ
ー
ン
を
期
待
す
る
も
の
で
は
な
く
て
、

規
格
を
満
た
す
作
物
の
収
量
を
増
や
す
こ

と
が
収
入
の
底
上
げ
に
つ
な
が
る
「
農
業

の
最
適
化
」
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
村
の
１
戸
あ
た
り
の
農
地
面
積
は
、

　
　
　
家
族
に
よ
る
経
営
を
考
え
る
と
そ

ろ
そ
ろ
限
界
が
見
え
て
き
て
い
る
と
感
じ

て
い
ま
す
。
今
後
全
国
的
に
人
が
足
り
な

く
な
っ
た
と
き
に
ス
マ
ー
ト
農
業
を
活
用

す
る
と
、
畑
を
見
に
行
か
な
く
て
も
自
分

の
手
元
で
あ
る
程
度
整
理
さ
れ
た
状
態
で

見
て
考
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
う
な

る
と
負
担
が
減
り
、
広
大
な
農
地
で
も
少

な
い
人
数
で
農
業
が
で
き
る
よ
う
に
な
る

と
考
え
て
い
ま
す
。

スマート農業の展開

インタビュー

岡
おか

田
だ

昌
まさ

宏
ひろ

さん ( 昭和区 )

　近未来技術等社会実装事業の実験圃場として、ス

マート農業の研究に取り組む岡田さんにお話を聞き

ました。

私ドス

本

　
本
村
で
は
、
企
業
や
研
究
者
な
ど
と
連

携
し
な
が
ら
実
証
実
験
を
行
っ
て
い
ま

す
。
十
勝
さ
ら
べ
つ
熱
中
小
学
校
の
取
り

組
み
を
通
し
て
研
究
拠
点
を
求
め
て
い
た

方
た
ち
と
手
を
組
み
、
研
究
が
進
む
こ
と

で
、
関
心
を
持
っ
た
研
究
者
を
さ
ら
に
呼

び
込
む
流
れ
が
で
き
て
い
ま
す
。
人
と
人

と
の
つ
な
が
り
に
よ
り
本
村
の
「
関
係
人

口
」
が
増
加
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
連
携
が
生

ま
れ
て
い
ま
す
。

　
実
験
で
は
作
物
の
生
育
デ
ー
タ
を
蓄
積

し
て
A
I
が
判
断
し
、
ト
ラ
ク
タ
ー
や
ド

ロ
ー
ン
が
次
の
作
業
を
行
い
ま
す
。
そ
の

検
証
を
行
う
に
も
大
容
量
を
高
速
で
転
送

で
き
る
５
G
回
線
が
必
要
で
す
。
ま
た
、

無
人
ト
ラ
ク
タ
ー
の
公
道
走
行
や
ド
ロ
ー

ン
の
自
動
航
行
な
ど
を
行
う
た
め
に
規
制

緩
和
を
求
め
て
国
家
戦
略
特
区
の
申
請
を

行
っ
て
き
ま
し
た
。

　
今
後
の
村
づ
く
り
で
目
指
し
て
い
る
の

は
「
農
業
の
ス
マ
ー
ト
化
」
だ
け
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
国
家
戦
略
特
区
に
代
わ
る

ス
ー
パ
ー
シ
テ
ィ
構
想
で
は
、
交
通
や
教

育
、
医
療
な
ど
全
て
の
問
題
に
結
び
つ
き

ま
す
。
例
え
ば
、
高
齢
者
の
移
動
手
段
。

端
末
で
デ
マ
ン
ド
交
通
を
呼
ぶ
と
自
動
運

転
で
病
院
や
買
い
物
な
ど
目
的
地
に
連
れ

て
行
っ
て
く
れ
て
、
用
事
を
済
ま
せ
た
後

は
自
宅
ま
で
送
り
届
け
て
く
れ
る
。ま
た
、

義
務
教
育
化
さ
れ
る
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教

育
は
、
自
分
の
畑
に
合
っ
た
土
質
や
傾
斜

な
ど
を
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
入
力
・
指
示
す

る
こ
と
で
、
ト
ラ
ク
タ
ー
や
ド
ロ
ー
ン
な

ど
を
動
か
す
、
そ
の
た
め
の
学
習
と
も
い

え
ま
す
。
大
規
模
農
業
を
維
持
し
て
い
く

た
め
に
は
、
農
作
業
の
省
力
化
が
必
要
で

あ
り
、
培
わ
れ
て
き
た
知
識
や
経
験
を
数

値
化
し
A
I
を
活
用
し
ま
す
。
と
は
い
っ

て
も
A
I
が
全
て
を
置
き
換
え
る
わ
け
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
過
去
の
集
積
と
そ
の
分

析
は
A
I
が
行
い
、
そ
の
結
果
を
未
来
に

ど
の
よ
う
に
活
用
し
て
課
題
を
解
決
す
る

か
は
人
間
に
し
か
で
き
ま
せ
ん
。

　
こ
れ
か
ら
の
時
代
、
人
口
減
少
や
少
子

高
齢
化
な
ど
避
け
て
は
通
れ
な
い
課
題
に

対
し
て
、
何
も
せ
ず
に
豊
か
で
住
み
続
け

た
い
村
を
維
持
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
。
社
会
の
変
化
に
臨
機
応
変
に
対
応
し

て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
将
来
を
担
う

子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
、
ま
た
、
高
齢
者

が
安
心
し
て
年
を
重
ね
「
自
分
が
必
要
と

さ
れ
て
い
る
」
と
感
じ
ら
れ
る
村
に
す
る

た
め
に
、
近
未
来
技
術
の
活
用
を
図
り
、

あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
横
断
的
に
取
り

組
み
ま
す
。

プログラミングを体験する子どもたち

持続可能な村づくり

更別村の未来のために
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　開村記念日にあたる９月１日、村の自治や安全・安心な村づくりなどにご尽力とご貢献

をいただいた方々の功績をたたえる村功労者表彰式が、社会福祉センターで行われました。

　式典では、名誉村民の林清さんや髙木修一村議会議長をはじめ多くの来賓が見守る中、

西山村長が受章者へ表彰状と記念品を贈り「元号が平成から令和に変わり、新たな時代を

迎えました。受賞者のみなさんが郷土を愛し、本村の発展のために寄与されたことに敬意

を表し、感謝申し上げます」とあいさつ。

　受章者を代表して梶浦さんが「栄誉ある表彰を受け、深く感謝します。今回の受章を契

機に、村の発展のために微力ながら貢献できればと考えております」と受章のお礼を述べ

られました。

更別村固定資産評価審査委員会

委員として多年にわたる功績

更別消防団員として多年

にわたる功績

更別村商工会役員として

多年にわたる功績

更別村観光協会役員とし

て多年にわたる功績

更別村教育委員会委員と

して多年にわたる功績

子どもたちの教育目的への多額

の寄付

梶か
じ
う
ら浦
加か

よ

こ

代
子
さ
ん(

北
更
別
区)

塩し
お

田だ

辰た
つ
の
り則

さ
ん(

更

別

区)

森も
り

田た

弘こ
う

二じ

さ
ん(

本

町)

漆し
つ
か
わ川

雅ま
さ
の
り則

さ
ん(

緑

町)

増ま
す

田だ

和か
ず

人と

さ
ん(

本

町)

更別村建設業協会

株式会社山内組

株式会社ヤマジョウ

　
地
方
税
共
通
納
税
シ
ス
テ
ム
と
は
、
全
て
の
都
道
府
県
や
市
区
町
村
へ
自
宅
や
職
場
の

パ
ソ
コ
ン
か
ら
電
子
納
税
が
で
き
る
仕
組
み
で
す
。
10
月
１
日(

火)

か
ら
、地
方
税
ポ
ー

タ
ル
シ
ス
テ
ム︵
ｅ
Ｌ
Ｔ
Ａ
Ｘ
︶を
利
用
し
て
、
複
数
の
自
治
体
へ
一
括
し
て
電
子
納
税
が

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

●
納
税
で
き
る
税
金
の
種
類

・
法
人
都
道
府
県
民
税

・
法
人
事
業
税

・
地
方
法
人
特
別
税

・
法
人
市
町
村
民
税

・
事
業
所
税

・
個
人
住
民
税

(

特
別
徴
収
分
・
退
職
所
得
分
の
み)

※
更
別
村
で
納
税
で
き
る
税
金
は
、
法
人

　
村
民
税
、
村
・
道
民
税(

特
別
徴
収
分
・

　
退
職
所
得
分
の
み)

で
す
。

●
ご
利
用
の
流
れ

①
利
用
届
出

　
ｅ
Ｌ
Ｔ
Ａ
Ｘ(http://w

w
w

.e
lta

x
.jp/)

　
か
ら
利
用
届
出︵
新
規
︶を
提
出
し
て
く

　
だ
さ
い
。
提
出
済
み
の
方
は
不
要
で
す
。

②
電
子
申
告

P
C
d
e
s
k
な
ど
の
ｅ
Ｌ
Ｔ
Ａ
Ｘ
対

　
応
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
で
申
告
書
を
作
成
・

　
送
信
し
て
く
だ
さ
い
。

③
納
付
情
報
入
力

　
納
付
す
る
税
金
の
種
類
や
納
付
先
な
ど

　
の
情
報
入
力
、
ま
た
は
Ｃ
Ｓ
Ｖ
フ
ァ
イ

　
ル
の
取
り
込
み
を
行
い
ま
す
。

④
納
付
方
法
選
択

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
バ
ン
キ
ン
グ
ま
た
は

　
ダ
イ
レ
ク
ト
納
付
を
選
択
で
き
ま
す
。

⑤
納
税

　
取
引
金
融
機
関
の
ネ
ッ
ト
バ
ン
キ
ン
グ

　
や
事
前
に
登
録
し
た
口
座
か
ら
、
即
時

　
ま
た
は
指
定
し
た
日
に
引
落
と
し
さ
れ

　
ま
す
。

※
口
座
の
事
前
登
録
は
、
９
月
13
日(

金)

　
の
18
時
00
分
ま
で
で
す
。
事
前
登
録
を

　
行
わ
な
い
場
合
で
も
、
９
月
24
日(

火)

　
以
降
に
Ｐ
Ｃ
ｄ
ｅ
ｓ
ｋ
か
ら
口
座
登
録

　
を
行
え
ば
ダ
イ
レ
ク
ト
納
付
を
利
用
で

　
き
ま
す
。
た
だ
し
、
金
融
機
関
の
審
査

　
に
最
大
１
か
月
程
度
要
す
る
場
合
が
あ

　
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
せ

　
ｅ
Ｌ
Ｔ
Ａ
Ｘ
ヘ
ル
プ
デ
ス
ク

　
　
　
　
☎
０
５
７
０
・
０
８
１
４
５
９

　
つ
な
が
ら
な
い
場
合
は

　
　
　
　
　
☎
03
・
５
５
０
０
・
７
０
１
０

　
役
場
住
民
生
活
課
住
民
税
係

　
　
　
　
　
　
　
　
　
☎
52
・
２
１
１
２

地
方
税
共
通
納
税
シ
ス
テ
ム
が

ス
タ
ー
ト
し
ま
す
！

10　／　　1

防
災
情
報
を

﹁
警
戒
レ
ベ
ル
﹂で
お
伝
え
し
ま
す

　
平
成
31
年
３
月
に
改
定
さ
れ
た

「
避
難
勧
告
等
に
関
す
る
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン(

内
閣
府)

」
で
は
、
住

民
が「
自
ら
の
命
は
自
ら
が
守
る
」

意
識
を
持
っ
て
避
難
行
動
が
と
れ

る
よ
う
に
、
わ
か
り
や
す
い
防
災

情
報
を
提
供
す
る
こ
と
が
明
記
さ

れ
ま
し
た
。

　
村
は
、
水
害
な
ど
の
災
害
が
発

生
し
た
と
き
に
、
み
な
さ
ん
へ
お

知
ら
せ
す
る
防
災
情
報
に
つ
い
て

５
段
階
の
「
警
戒
レ
ベ
ル
」
で
避

難
の
タ
イ
ミ
ン
グ
を
お
伝
え
し
ま

す
。
警
戒
レ
ベ
ル
３(

避
難
準
備
・

高
齢
者
等
避
難
開
始)

や
警
戒
レ

ベ
ル
４(

避
難
勧
告)

を
発
令
し

た
と
き
は
、
速
や
か
に
避
難
し
て

く
だ
さ
い
。
警
戒
レ
ベ
ル
５
で
は

既
に
災
害
が
発
生
し
て
い
る
状
況

で
す
。
大
雨
・
洪
水
の
警
報
や
氾

濫
危
険
情
報
な
ど
の
防
災
気
象
情

報
を
参
考
に
し
な
が
ら
、
近
所
の

み
な
さ
ん
で
声
を
掛
け
合
っ
て
、

安
全
・
確
実
な
避
難
行
動
を
と
っ

て
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
せ

　
役
場
総
務
課
庶
務
係

　
　
　
　
　
　
☎
52
・
2
1
1
1

警戒レベル 避難行動など 避難情報など

警戒レベル５ 既に災害が発生している状況です。命を
守るための最善の行動をとりましょう。

災害発生情報
( 村が発令 )

警戒レベル４ 速やかに避難先へ避難しましょう。公的
な避難場所までの移動が危険と思われる
場合は、近くの安全な場所や、自宅内の
より安全な場所へ避難しましょう。

避難勧告
避難指示 ( 緊急 )
( 村が発令 )

警戒レベル３ 避難に時間を要する方 ( ご高齢の方、障
がいのある方、乳幼児など ) とその支援
者は避難をしましょう。その他の方は、
避難の準備を整えましょう。

避難準備・
高齢者等避難開始
( 村が発令 )

警戒レベル２ 避難に備え、自らの避難行動を確認しま
しょう。

注意報
( 気象庁が発表 )

警戒レベル１ 災害への心構えを高めましょう。
早期注意情報
( 気象庁が発表 )

全員避難

高齢者などは避難
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日本赤十字社から
博愛号が贈られました
　７月 31 日、日本赤十字社北海道支部から村 ( 日

本赤十字社更別村分区 ) へ、赤十字災害救援車「博

愛号」が寄贈されました。

　前回は平成 18 年度に寄贈され、災害や事故な

どの緊急を要する事態の救援活動や赤十字事業な

どに活用してきましたが、経年による劣化のため

改めて配置されることになりました。

　これからも赤十字活動や献血の実施にみなさん

のご理解とご協力をよろしくお願いします。

●対象となる利用料

①幼稚園や保育園、認定こども園を利用する３歳

　から５歳までの子どもの利用料

②生活保護受給世帯や住民税非課税世帯の０歳か

　ら２歳までの子どもの利用料

●対象となる施設

　村内全ての幼稚園、保育園、認定こども園

●その他

　対象となる子どもの保護者へ

　通知書を発送します。

　詳細については、お問い合せ

　ください。

●問い合せ

　役場子育て応援課

　子育て応援係

　　　　☎ 53 ー 3700

10月１日より幼稚園・保
育園・認定こども園の利用
料が無償化されます

　対象となる子どもの保護者へ　対象となる子どもの保護者へ　対象となる子どもの保護者へ　対象となる子どもの保護者へ　対象となる子どもの保護者へ　対象となる子どもの保護者へ　対象となる子どもの保護者へ　対象となる子どもの保護者へ

　詳細については、お問い合せ　詳細については、お問い合せ　詳細については、お問い合せ　詳細については、お問い合せ　詳細については、お問い合せ　詳細については、お問い合せ　詳細については、お問い合せ　詳細については、お問い合せ

９月は「世界アルツハイマー月間」です９月は「世界アルツハイマー月間」です

●問い合せ

　地域包括支援センター ( 役場保健福祉課包括支援係 )

　☎ 53 − 3000

　高齢になれば体力が低下するのと同様に、脳の機能も低下します。認知症は長生きをすれば発症する可能性が高

く、その中で多くを占めているのが、アルツハイマー型認知症です。認知症患者は日本だけではなく世界中で増加

しており、2015 年の国際アルツハイマー病協会の報告では「世界の認知症患者数は 2050 年に 1 億 3,200 万人に

達し、現在 4,680 万人の 3 倍になる可能性がある」と発表され、これは「3 秒に 1 人が発症する」計算になります。

1994 年、国際アルツハイマー病協会と世界保健機関 (WHO) は共同で、９月 21 日を「世界アルツハイマーデー」

と制定し、９月を「世界アルツハイマー月間」としました。９月は世界中で認知症について理解を深めるための啓

発活動が行われます。そこで今回は、認知症についての説明と相談窓口を紹介します。

◆新しいことが覚えられない

◆考えるスピードが遅くなる

理解力・判断力の低下理解力・判断力の低下

記憶障害記憶障害

◆同じことを何度も言う、聞く

◆家族の顔がわからなくなる

◆日にちや時間がわからなくなる

◆数分前にしていたことを思い出せない

見当識障害見当識障害

◆物事の段取りが立てられない

　( 料理ができなくなるなど )

実行機能障害実行機能障害

　他の病気と同様に予防・早期発見・早期治療が大切です。運動不足・塩分の摂り過ぎ・喫煙などが深く関わってい

るため、若いときからの生活習慣病予防が大切です。

　症状が軽い段階で受診をすれば、進行を遅らせたり、場合によっては改善することができます。自分自身や家族、

友人、ご近所の方など、上記の症状に気づいたらかかりつけ医や地域包括支援センターに相談しましょう。

予防・早期発見・早期治療が大事予防・早期発見・早期治療が大事

　さまざまな原因で脳の細胞が死ぬ、または働きが悪くなることによって、記憶・判断力の障害が起こり生活 ( 社

会生活・対人関係 ) に支障が出ている状態をいいます。しかし、決して「何もできなくなる、何もわからなくなる」

病気ではありません。生活に支障が出ている部分に手助けがあれば、自宅で生活が送れます。

認知症とは？認知症とは？

　高齢者やその家族が、住み慣れた更別村でいつま

でも自分らしく安心して暮らせるよう、健康や生活

など、あらゆる面からサポートするための「総合相

談窓口」です。悩み・疑問など、お気軽にご相談く

ださい。

地域包括支援センターとは？

●場所　福祉の里総合センター

●時間　平日８時 30 分〜 17 時 15 分

　　　　(12 時 00 分〜 13 時 00 分は昼休み )

●職員　竹村　友美　保健師

　　　　佐々木　ひとみ　社会福祉士

11 月号では「若年性認知症」に

ついて掲載します。

各課・施設の電話／メールアドレス →　総　務　課　☎ 52 − 2111　　soumu@sarabetsu.jp

　　　　　　　　　　　　　　　　　→　企画政策課　☎ 52 − 2114　　kikaku@sarabetsu.jp

■
お

名

前
　
勝
部
　
博
昭
さ
ん
ご
夫
妻

■
お
住
ま
い
　
東
京
都
調
布
市

■
利
用
期
間
　
７
月
２
日
〜
７
月
31
日

　
北
海
道
ら
し
い
景
色
の
中
で
体
験
し
た

い
と
考
え
、
更
別
村
を
選
び
ま
し
た
。

　
実
際
に
生
活
す
る
と
静
か
で
広
大
な
景

色
を
見
る
こ
と
が
で
き
、
涼
し
さ
を
求
め

て
来
た
甲
斐
が
あ
り
ま
し
た
。
無
料
の
高

速
道
路
が
あ
り
移
動
が
便
利
に
感
じ
た
ほ

か
、
道
の
駅
で
は
新
鮮
な
野
菜
が
販
売
さ

れ
て
い
ま
し
た
。
散
歩
し
た
り
公
共
施
設

を
利
用
し
た
と
き
に
話
し
た
住
民
の
方
々

は
、
住
み
や
す
く
暮
ら
し
て
よ
か
っ
た
と

話
し
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
福
祉
関
係
の

施
設
や
村
営
住
宅
が
多
く
見
ら
れ
、
高
齢

者
へ
の
優
し
さ
が
感
じ
ら
れ
る
村
だ
と
思

い
ま
し
た
。

　
　
　
齢
に
な
り
自
動
車
を
手
放
し
た
と

　
　
　
き
、
生
活
必
需
品
を
ど
の
よ
う
に

調
達
す
る
か
不
安
が
あ
り
ま
す
。
徒
歩
や

公
共
交
通
機
関
で
買
い
物
が
で
き
れ
ば
あ

り
が
た
く
、
生
活
用
品
の
購
入
と
配
達
の

仕
組
み
が
あ
れ
ば
安
心
し
て
移
住
で
き
る

と
感
じ
ま
し
た
。

■
お

名

前
　
中
尾
　
英
敏
さ
ん
ご
夫
妻

■
お
住
ま
い
　
宮
崎
県
延
岡
市

■
利
用
期
間
　
７
月
17
日
〜
８
月
13
日

　
お
試
し
暮
ら
し
を
体
験
さ
れ
た
方
に
感
想
を
お
聞
き
し
ま
し
た

●
問
い
合
せ

　
役
場
企
画
政
策
課
地
域
開
発
係

　
　
　
　
　
　
　
　
　
☎
52
・
2
1
1
4

更
別
村
移
住
・
定
住
対
策
事
業

更
別
村
移
住
・
定
住
対
策
事
業

　
　
　
年
ぶ
り
に
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

　
　
　
前
回
と
比
べ
て
更
別
村
の
変
化
を

感
じ
ま
し
た
。特
に
、ま
ち
が
静
か
に
な
っ

て
い
た
こ
と
で
す
が
、
こ
こ
に
も
人
口
減

少
の
影
響
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。
移
住

体
験
者
と
し
て
は
少
々
気
に
な
る
と
こ
ろ

で
す
。

　
お
試
し
体
験
住
宅
が
少
し
リ
フ
ォ
ー
ム

さ
れ
、
使
い
や
す
く
な
っ
て
い
た
こ
と
は

あ
り
が
た
か
っ
た
で
す
。
一
方
で
、
北
海

道
の
夏
も
年
々
暑
く
な
り
、
日
中
家
に
居

ら
れ
な
い
ほ
ど
暑
い
日
が
あ
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
北
海
道
の
大
自
然
や
澄
ん
だ
空

気
な
ど
が
素
晴
ら
し
く
感
じ
ら
れ
て
大
好

き
で
す
。

６

高

　村では、平成 19 年度よ

りお試し暮らし短期体験住

宅を整備し、移住希望者が

一定期間更別村で生活体験

ができる場所を提供してい

ます。昨年度までに 50 組

121 名が利用しています。

お試し暮らしとは？

89



10

村の生活支援体制整備事業の協議体「ささえ愛さ

らべつ」がラジオ体操優良団体等表彰を受け、かん

ぽ生命保険帯広支店の小松達也業務部長から表彰状

と記念品が贈られました。ささえ愛さらべつのメン

バーの発案で始まったラジオ体操は、村内５行政区

で行われています。事務局を担う村社会福祉協議会

の古山うめ会長は「お互いを見守り、会話のきっか

けになっています。今後の活動への張り合いになり

ます」と感想を話してくれました。

とかち広域消防事務組合更別消防署では、子ども

たちに防災への関心を深めてもらおうと、毎年夏休

みに各行政区を回り防災教室を開催しています。

　この日は緑町公園で開催。ラジオ体操に参加した

小学生や住民のみなさんが参加しました。消防職員

から、バーベキューなどを楽しむときに火が衣服に

燃え移ってしまったときの対処法や、消火器の使い

方が実演を交えて解説され、子どもも大人も一緒に

なって万が一への備えを確認していました。

7/30
夏のレジャーを楽しむ前に確認を

子ども防災教室を開催

各課・施設の電話／メールアドレス →　産　業　課　☎ 52 − 2115　　sangyou@sarabetsu.jp

　　　　　　　　　　　　　　　　　→　住民生活課　☎ 52 − 2112　　jyuumin@sarabetsu.jp

これからも毎日の元気のために

ラジオ体操の優良団体表彰

VILLA
G

E
T

O
P

I
C
S

VIL
LA

G
E

T
O

P
I
C

S 村の

わだい

11 各課・施設の電話／メールアドレス →　建設水道課　☎ 52 − 5200　　kensetu@sarabetsu.jp

　　　　　　　　　　　　　　　　　→　出　納　課　☎ 52 − 2113　　suitou@sarabetsu.jp

　
８
月
14
日
、
村
商
工
会
が
主
催

す
る
54
回
目
の
「
ど
ん
ぐ
り
村
の

盆
踊
り
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

雨
天
に
よ
り
屋
内
開
催
が
続
き
、

屋
外
で
の
盆
踊
り
は
３
年
ぶ
り
。

　
大
人
の
浴
衣
踊
り
で
は
、
お
そ

ろ
い
の
法
被
や
ユ
ニ
ー
ク
な
仮
装

を
身
に
ま
と
っ
た
踊
り
手
た
ち
が
、

生
の
歌
と
太
鼓
演
奏
に
合
わ
せ
て

会
場
を
大
い
に
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

役
場
前
に
は
出
店
が
並
び
、
お
盆

休
み
で
帰
省
し
た
友
人
や
お
孫
さ

ん
と
楽
し
く
過
ご
す
方
が
多
く
見

ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
花
火
大
会

も
行
わ
れ
、
夜
空
を
彩
る
花
火
に

会
場
か
ら
は
歓
声
が
上
が
っ
て
い

ま
し
た
。

夏のひとときをにぎやかに

福祉施設で夏祭りが開催
人生 100 年時代を見据えて

在宅医療の研修会が開催

今年度始まった訪問歯科診療を知ってもらおうと、

村在宅医療・介護連携推進協議会主催の研修会が老人

保健福祉センターで開催されました。

　村内の医療・介護職の方を対象に、歯科診療所を管

理運営する医療法人秀和会の栂安秀樹理事長が「人生

100 年時代を見据えた歯科医療とは」と題して講演。

患者が自分らしく人生を送れるように、歯を直すだけ

ではなく、美味しく食べることの支援について、家庭

医や訪問看護と連携した取り組みが紹介されました。

8/8
彩り鮮やかな野菜をたっぷりと

親子料理教室を開催

食育の機会を増やそうと、福祉の里総合センターで

親子料理教室を開催しました。

　親子 21 名が参加し、夏野菜の彩りピザやコールス

ローサラダなど４品の料理に挑戦。子どもたちは、野

菜を切ったりピザの生地をこねたり目を輝かせながら

取り組んでいました。

　焼き上がったピザを美味しそうにほおばる子どもた

ちを見て、お母さん方からは「苦手にしている野菜を

食べてくれてよかったです」との声が聞かれました。

カラフルな作品がいっぱい

夢ん子工作教室を開催

夏休みの工作や自由研究に役立ててもらおうと、

夏休み夢ん子工作教室を開催し、小学生と保護者 28

名が参加しました。

　今回の工作教室では、ガラスを使ってキーホル

ダーやストラップを作りました。透明なガラス板に

さまざまな色の付いたガラスやビーズをのり付けし

て、色とりどりの作品に。製作した作品は、講師が

仕上げた後に届けられるとのことで、子どもたちは

出来上がりが待ち遠しそうな様子でした。

コムニの里さらべつで夏祭りが開催され、施設の

利用者や家族、地域の方が訪れ、大いに盛り上がり

ました。

　当日は、アトラクションとしてさらべつかしわ太

鼓保存会やエイサー太鼓ちゅらかじによる太鼓の演

奏、Tokachi 紅によるよさこいソーランの演舞、職

員のパフォーマンスなど盛りだくさんのスケジュー

ル。焼き鳥やたこ焼きなど食べ物の出店もあり、終

始大盛況のお祭りとなりました。　

8/9
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☎

☎

10
月
６
日(

日)

10
時
00
分
〜
16
時
00
分

と
か
ち
プ
ラ
ザ
　
１
階
大
会
議
室

　
帯
広
市
西
４
条
南
13
丁
目

無
料

●
相
談
内
容

　
夫
婦
関
係
・
親
子
関
係
・
相
続
・
金

　
銭
・
交
通
事
故
・
土
地
建
物

な
ど

※
裁
判
所
で
係
争
中
の
事
件
の
相
談

　
は
除
き
ま
す
。

●
相
談
担
当
者

　
家
事
・
民
事
各
調
停
委
員

●
そ
の
他

　
事
前
予
約
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

　
当
日
、
直
接
会
場
に
お
越
し
く
だ

　
さ
い
。

帯
広
調
停
協
会(

釧
路
地
方
・
家
庭

裁
判
所
帯
広
支
部
内)

　
　
　
　
　
　
　
☎
23
・
５
１
４
１

　
交
通
事
故
に
よ
る
死
傷
者
数
は

年
々
減
少
傾
向
に
あ
る
も
の
の
、
平

成
30
年
の
事
故
発
生
件
数
は
約
43
万

件
、
死
傷
者
数
は
約
53
万
人
と
、
国

民
の
誰
も
が
交
通
事
故
の
被
害
者
に

も
加
害
者
に
も
な
り
得
る
極
め
て
深

刻
な
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
交
通
事
故
は
車
社
会
の
負
の
部
分

で
あ
り
、
被
害
者
に
と
っ
て
も
加
害

者
に
と
っ
て
も
悲
惨
な
結
果
を
も
た

ら
し
ま
す
。

　
自
賠
責
保
険
・
共
済
は
、
全
て
の

ク
ル
マ
・
バ
イ
ク
１
台
ご
と
に
加
入

が
義
務
付
け
ら
れ
て
お
り
、
加
害
者

の
賠
償
責
任
を
担
保
す
る
こ
と
で
、

被
害
者
の
基
本
的
な
賠
償
を
保
証
す

　
９
月
７
日(

土)

か
ら
10
月
31
日

(

木)

ま
で
、
秋
の
ヒ
グ
マ
注
意
特

別
月
間
と
し
て
注
意
を
呼
び
か
け
て

い
ま
す
。

　
本
年
度
も
各
地
で
ク
マ
に
よ
る
死

傷
事
故
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
ク
マ

は
一
般
的
に
冬
眠
を
控
え
た
秋
に
餌

を
求
め
て
、
よ
り
活
発
に
活
動
す
る

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
入
山
す
る
と
き
は
「
１
人
で
入
ら

ず
複
数
人
で
行
動
し
、
声
や
音
を
だ

す
」、「
食
べ
物
や
ご
み
は
必
ず
持
ち

帰
る
」、「
ク
マ
の
フ
ン
や
足
跡
な
ど

を
見
た
ら
す
ぐ
引
き
返
す
」
な
ど
の

対
策
を
す
る
と
と
も
に
、
事
前
に
ク

マ
の
出
没
情
報
を
確
認
し
ま
し
ょ

う
。

　
一
番
大
切
な
こ
と
は
ク
マ
に
出
会

わ
な
い
こ
と
で
す
。
十
分
に
注
意
し

て
く
だ
さ
い
。

役
場
産
業
課
林
務
係

　
　
　
　
　
　
　
☎
52
・
２
１
１
５

　
ト
ラ
ブ
ル
や
悩
み
を
話
し
合
い
に

よ
り
解
決
す
る
調
停
手
続
き
・
利
用

方
法
に
つ
い
て
、
無
料
で
ご
相
談
に

応
じ
ま
す
。
相
談
内
容
な
ど
の
秘
密

は
厳
守
さ
れ
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

12各課・施設の電話／メールアドレス →　議会事務局　☎ 52 − 2117　 gikai@sarabetsu.jp

　　　　　　　　　　　　　　　　　→　農業委員会　☎ 52 − 2116　　nougyou@sarabetsu.jp

る
制
度
で
あ
り
、
被
害
者
の
救
済
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　
一
人
ひ
と
り
が
、
よ
り
一
層
自
賠

責
制
度
の
役
割
や
重
要
性
、保
険
金
・

共
済
金
の
支
払
い
の
仕
組
み
な
ど
を

十
分
に
理
解
・
認
識
す
る
こ
と
が
と

て
も
大
切
で
す
。

北
海
道
運
輸
局
帯
広
運
輸
支
局

　
企
画
輸
送
・
監
査
担
当

　
　
　
　
　
　
　
☎
33
・
3
2
8
6

　
自
動
車
使
用
者
の
保
守
管
理
意
識

の
高
揚
と
適
切
な
点
検
整
備
の
遵
守

を
図
り
、
自
動
車
の
不
具
合
に
よ
る

交
通
事
故
や
公
害
の
防
止
を
目
的

に
、
自
動
車
点
検
整
備
推
進
運
動
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

　
自
動
車
は
使
用
期
間
や
走
行
距
離

に
応
じ
て
故
障
や
劣
化
が
生
じ
る
こ

と
か
ら
、安
全
に
使
用
す
る
た
め
に
、

自
動
車
使
用
者
が
責
任
を
持
っ
て
適

切
に
点
検
・
整
備
を
行
う
必
要
が
あ

り
ま
す
。
こ
の
機
会
に
点
検
・
整
備

を
行
い
、
自
動
車
を
良
好
な
状
態
に

保
ち
ま
し
ょ
う
。

北
海
道
運
輸
局
帯
広
運
輸
支
局

　
検
査
・
整
備
・
保
安
担
当

　
　
　
　
　
　
　
☎
33
・
３
２
８
２

自
動
車
点
検
整
備
推
進

運
動
強
化
月
間

方
に
は
、
レ
ジ
や
受
発
注
・
請
求
書

管
理
シ
ス
テ
ム
の
導
入
・
改
修
に
つ

い
て
補
助
金
を
設
け
る
な
ど
の
支
援

を
行
っ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
活
用
く

だ
さ
い
。

　
制
度
に
つ
い
て
の
詳
細
は
「
軽
減

税
率
　
国
税
庁
」、
補
助
金
に
つ
い

て
の
詳
細
は
「
軽
減
税
率
対
策
補
助

金
」
で
検
索
し
て
く
だ
さ
い
。

受
付
時
間
は
平
日
９
時
00
分
か
ら

17
時
00
分
ま
で

︻
制
度
に
つ
い
て
︼

　
消
費
税
軽
減
税
率
相
談
セ
ン
タ
ー

　
　
☎
０
１
２
０
・
２
０
５
・
５
５
３

※
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
　

　
　
☎
０
５
７
０
・
０
３
０
・
４
５
６

　
　(

通
話
料
が
か
か
り
ま
す)

︻
補
助
金
に
つ
い
て
︼

　
軽
減
税
率
対
策
補
助
金
事
務
局

　
　
☎
０
１
２
０
・
３
９
８
・
１
１
１

　
固
定
資
産
税
第
２
期
、
国
民
健
康

保
険
税
第
３
期
納
期
限
は
９
月
30
日

(

月)

で
す
。

　
納
税
に
は
便
利
で
確
実
な
口
座
振

替
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

役
場
住
民
生
活
課

　
資
産
税
係
・
住
民
税
係

　
　
　
　
　
　
　
☎
52
・
２
１
１
２

　
年
金
生
活
者
支
援
給
付
金
は
、
公

的
年
金
な
ど
の
収
入
や
所
得
額
が
一

定
基
準
額
以
下
の
年
金
受
給
者
の
生

活
を
支
援
す
る
た
め
に
、
年
金
に
上

乗
せ
し
て
支
給
さ
れ
る
も
の
で
す
。

受
け
取
り
に
は
請
求
書
の
提
出
が
必

要
で
す
。ご
案
内
や
事
務
手
続
き
は
、

日
本
年
金
機
構(

年
金
事
務
所)

が

実
施
し
ま
す
。

●
対
象
と
な
る
方
と
受
給
要
件

・
老
齢
基
礎
年
金
を
受
給
し
て
い
る

　
方

　
以
下
の
①
〜
③
を
全
て
満
た
し
て

　
い
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
①
65
歳
以
上

　
②
世
帯
員
全
員
の
市
町
村
民
税
が

　
　
非
課
税
と
な
っ
て
い
る

　
③
年
金
収
入
額
と
そ
の
他
所
得
額

　
　
の
合
計
が
約
88
万
円
以
下

・
障
害
基
礎
年
金
、
遺
族
基
礎
年
金

　
を
受
給
し
て
い
る
方

　
前
年
の
所
得
額
が
約
４
６
２
万
円

　
以
下

●
請
求
手
続
き

・
平
成
31
年
４
月
１
日
以
前
か
ら
年

　
金
を
受
給
し
て
い
る
方

　
対
象
と
な
る
方
に
は
、
日
本
年
金

　
機
構
か
ら
請
求
手
続
き
の
ご
案
内

が
９
月
上
旬
か
ら
順
次
届
き
ま
す
。

　
同
封
の
は
が
き
︵
年
金
生
活
者
支

　
援
給
付
金
請
求
書
︶
を
記
入
し
提

　
出
し
て
く
だ
さ
い
。

13 各課・施設の電話／メールアドレス →　保健福祉課　　　　　☎ 53 − 3000　　hoken@sarabetsu.jp

　　　　　　　　　　　　　　　　　→　国民健康保険診療所　☎ 52 − 2301　　shinryousyo@sarabetsu.jp

め
に
使
わ
れ
ま
す
。
例
え
ば
、

①
待
機
児
童
の
解
消

②
３
歳
か
ら
５
歳
ま
で
の
幼
児
教
育
、

　
保
育
の
無
償
化

③
真
に
支
援
が
必
要
な
学
生
の
高
等

　
教
育(

大
学
な
ど)

の
無
償
化

④
介
護
職
員
の
処
遇
改
善

⑤
所
得
の
低
い
高
齢
者
の
介
護
保
険

　
料
の
軽
減

⑥
所
得
の
低
い
年
金
受
給
者
へ
の
給

　
付
金
の
支
給
な
ど
で
す
。

　
税
率
引
き
上
げ
に
合
わ
せ
て
、
飲

食
料
品(

お
酒
・
外
食
を
除
く)

と

新
聞(

定
期
購
読
契
約
・
週
２
回
以

上
発
行)

に
係
る
税
率
を
８
％
に
据

え
置
き
ま
す(

軽
減
税
率
制
度)

。

こ
の
ほ
か
、
家
計
や
景
気
へ
の
影
響

を
緩
和
す
る
た
め
の
対
策
も
実
施
し

ま
す
。
詳
し
く
は
「
政
府
広
報
　
消

費
税
」
で
検
索
し
て
く
だ
さ
い
。

※
一
般
に
「
消
費
税
」
と
い
う
の
は
、

　
消
費
税(

国
税)

と
地
方
消
費
税

(

地
方
税)

を
合
計
し
た
も
の
で
す
。

　
地
方
消
費
税
収
は
、
地
方
自
治
体

　
の
貴
重
な
財
源
と
し
て
、
住
民
の

　
み
な
さ
ん
に
身
近
な
行
政
に
生
か

　
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
消
費
税
・
地
方
消
費
税
の
税
率

10
％
へ
の
引
き
上
げ
と
同
時
に
「
軽

減
税
率
制
度
」
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　
新
し
い
仕
入
税
額
控
除
の
方
式
に

対
応
す
る
た
め
に
は
、
帳
簿
・
請
求

書
・
レ
シ
ー
ト
な
ど
の
記
載
を
複
数

税
率
に
対
応
さ
せ
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
の

・
平
成
31
年
４
月
２
日
以
降
に
年
金

　
を
受
給
し
始
め
た
方

　
年
金
の
請
求
手
続
き
と
併
せ
て
年

　
金
事
務
所
ま
た
は
市
区
町
村
で
請

　
求
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
日
本
年
金
機
構
や
厚
生
労
働
省
を

装
っ
た
不
審
な
電
話
や
案
内
に
ご
注

意
く
だ
さ
い
。
日
本
年
金
機
構
や
厚

生
労
働
省
か
ら
、
口
座
番
号
を
お
聞

き
し
た
り
手
数
料
な
ど
の
金
銭
を
求

め
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

給
付
金
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

　
　
☎
０
５
７
０
・
05
・
４
０
９
２

10
月
１
日
に
消
費
税
・
地
方
消
費

税
の
税
率
が
10
％
に
引
き
上
げ
ら
れ

ま
す
。
10
％
の
う
ち
２
・
２
％
は
地

方
消
費
税(

地
方
税)

で
す
。

　
日
本
で
は
高
齢
化
が
進
み
、
社
会

保
障
の
費
用
は
増
え
続
け
て
い
ま

す
。
み
ん
な
が
安
心
で
き
る
社
会
に

す
る
た
め
に
は
、
安
定
し
た
財
源
を

確
保
し
、
社
会
保
障
制
度
を
次
世
代

に
引
き
継
ぐ
と
と
も
に
、
全
世
代
型

へ
転
換
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま

す
。
そ
の
た
め
に
は
10
％
へ
の
税
率

の
引
き
上
げ
が
必
要
で
す
。

　
引
き
上
げ
分
は
、
消
費
税
・
地
方

消
費
税
と
も
に
、
全
世
代
を
対
象
と

す
る
社
会
保
障
の
充
実
と
安
定
の
た

※
応
募
資
格
は
、
18
歳
以
上
21
歳
未

　
満
で
、
高
卒
ま
た
は
高
専
３
年
次

　
修
了(

見
込
含)

の
方

自
衛
隊
帯
広
募
集
案
内
所

　
　
　
　
　
　
　
☎
23
・
８
７
１
８

年
金
生
活
者
支
援
給
付
金

制
度
が
始
ま
り
ま
す

村
税
納
期
限
の
お
知
ら
せ

忘
れ
ち
ゃ
い
け
な
い

﹁
自
賠
責
﹂

募
集
項
目

受
付
期
間

試
験
日

防衛大学校学生

( 一般 )

９月 30 日 ( 月 ) まで

１次　11 月   9 日 ( 土 ) 

　　　　　  10 日 ( 日 )

２次　12 月 10 日 ( 火 ) 

　　　　 〜 14 日 ( 土 )

防衛医科大学校

医学科学生

１次　10 月 26 日 ( 土 )

　　　　　  27 日 ( 日 )

２次　12 月 11 日 ( 水 )

　　　　 〜 13 日 ( 金 )

防衛医科大学校
看護学科学生

( 自衛官候補看護学生 )

１次　10 月 19 日 ( 土 )

２次　11 月 30 日 ( 土 )

　　　12 月  1 日 ( 日 )

秋
の
ヒ
グ
マ
注
意
特
別
月
間

自
衛
官
募
集
の
お
知
ら
せ

仕
入
税
額
控
除
の
方
式
が

変
わ
り
ま
す

消
費
税
・
地
方
消
費
税
の

税
率
は
10
％
へ

無
料
調
停
相
談
会
を

開
催
し
ま
す
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更
別
村
と
友
好
姉
妹
都
市

の
宮
城
県
東
松
島
市
の
児
童

が
交
互
に
お
互
い
の
ま
ち
を

訪
問
交
流
す
る
子
ど
も
交
流

事
業
と
し
て
平
成
３
年
に
始

め
ら
れ
た
﹃
海
と
大
地
　
子

ど
も
ふ
れ
あ
い
交
流
﹄
は
今

年
で
29
回
目
。
昨
年
は
更
別

村
で
受
け
入
れ
を
行
っ
た
た

め
、
今
年
は
８
月
２
日
か
ら

５
日
間
、
村
内
の
小
学
５
・

６
年
生
合
わ
せ
て
21
名
が
東

松
島
市
を
訪
れ
、
さ
ま
ざ
ま

な
交
流
を
行
い
ま
し
た
。

　
昨
年
、
更
別
村
で
絆
を
深

め
た
６
年
生
の
児
童
た
ち
は

１
年
ぶ
り
の
再
会
を
喜
び
合

い
、
５
年
生
の
児
童
た
ち
も

６
年
生
に
つ
ら
れ
る
よ
う
に

す
ぐ
友
達
を
作
る
こ
と
が
で

き
、
楽
し
み
に
し
て
い
た
交

流
が
ス
タ
ー
ト
。
今
年
は

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
交
流
が
８
年

ぶ
り
に
復
活
す
る
な
ど
、
貴

重
な
体
験
を
し
た
子
ど
も
た

ち
。
お
互
い
の
絆
が
よ
り
深

ま
る
旅
に
な
り
ま
し
た
。

文学・一般書児童文学・学習書ほか

え ほ ん

『元号読本』

所　功　ほか／編著

元号の改元理由や

使 用 期 間、 勘 申 者

などさまざまな情

報を網羅した一冊。

今月のおすすめ本

新 着 図 書 案 内

更別村農村環境改善センター図書室だより 開館時間　９時 30 分〜 18 時 00 分

休 館 日　火曜日および祝祭日 ( 日・月・土以外 )

住 所　更別村字更別南２線 96 番地 11

　　　　　農村環境改善センター内

電 話　52 − 3171本ごよみ本ごよみ
お知らせ

◆写真絵本作家 小寺卓矢さんの
　講演会とワークショップを開催！

　撮った写真でオリジナルの写真絵本を作ってみませんか？

　詳しくはイベントのチラシをご覧いただくか、教育委員会事

務局までお問い合せください。みなさんのご参加を心よりお待

ちしています。

●日　　時　10月12日(土)　10時00分〜15時00分 (雨天決行)

●場　　所　農村環境改善センター　視聴覚室

●対　　象　幼児から大人まで (幼児・小学生は保護者同伴)

●定　　員　20名 (申込が必要です。先着順)

●申込期限　９月30日(月) (定員になり次第受付終了)

●参 加 料　無料 (デジタルカメラなどを持参してください)

●問い合せ　教育委員会事務局社会教育係　☎52ー3171

ヘ
ル
パ
ー
が
支
え
た

老
老
介
護
24
年

(

谷
口　

政
春)

今月の読みきかせ

９月 21 日 ( 土 )　11 時 00 分〜 11 時 30 分

■『Seven Blind Mice』

( 英語で読みきかせをします )

■『あなのなかには…』

今月の展示

■一般書コーナー

　『おじいちゃんおばあちゃんの本』

　『気象の本』

■児童書コーナー

　『おつきみのえほん』

生
き
な
が
ら
え
る
術　

(

鷲
田　

清
一)

旅
は
道
づ
れ

き
り
き
り
舞
い

(

諸
田　

玲
子)

黒
の
服
飾
史　
　

(

徳
井　

淑
子)

ひ
よ
こ
太
陽　
　

(

田
中　

慎
弥)

す
ご
い
90
歳　
　

(

奥
村　

正
子)

ド
ッ
グ
ト
レ
ー
ナ
ー
に

な
り
た
い
き
み
へ

(

鈴
木　

博
房)

ワ
ク
ワ
ク
探
検
シ
リ
ー
ズ

全
２
巻

(

ト
ム
・
ク
ロ
ー
ジ
ー
・

コ
ー
ル)

恐
竜
の
な
ぞ
に
せ
ま
る

全
３
巻

(

藤
原　

慎
一)

国
谷
裕
子
と
考
え
る

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
が
わ
か
る
本

(

国
谷　

裕
子)

じ
め
ん
の
し
た
に
は

な
に
が
あ
る

(

中
川　

ひ
ろ
た
か)

は
た
け
の
ご
ち
そ
う

な
ー
ん
だ
？

(

す
ず
き
も
も)

字
の
な
い
は
が
き　

(

向
田　

邦
子)

あ
お
い
ち
き
ゅ
う
の

い
ち
に
ち

(

エ
ラ
・

ベ
イ
リ
ー)

サ
メ
だ
い
す
き

す
い
ぞ
く
か
ん

(

な
か
の　

と
も
み)

な
ま
け
も
の
パ
ー
テ
ィ　

(

齋
藤　
　

槇)

く
ま
げ
ら
の
も
り　

(

手
島
圭
三
郎)

に
ん
・
に
ん
・
じ
ん
の

に
ん
じ
ゃ

全
３
巻

(

う
え
だ　

し
げ
こ)

大
人
だ
か
ら
こ
そ
忘
れ
な
い
で

ほ
し
い
45
の
こ
と

(

齋
藤　
　

孝)

美
し
き
愚
か
も
の

た
ち
の
タ
ブ
ロ
ー

(

原
田　

マ
ハ)

笑
え
、
シ
ャ
イ
ロ
ッ
ク　

(

中
山　

七
里)

「
自
分
を
苦
し
め
る
嫌
な
こ
と
」

か
ら
、
う
ま
く
逃
げ
る
方
法

(

大
嶋　

信
頼)

な
ぜ
、
男
子
は
突
然
、

草
食
化
し
た
の
か

(

本
川　
　

裕)

70
歳
、
医
師
の
僕
が
た
ど
り
着
い
た
鎌
田
式

「
ス
ク
ワ
ッ
ト
」
と
「
か
か
と
落
と
し
」

(

鎌
田　
　

實)

ジ
ャ
パ
ン
・
ス
ト
ー
リ
ー

昭
和
・
平
成
の
日
本
政
治
見
聞
録

(

ジ
ェ
ラ
ル
ド
・
Ｌ
・

カ
ー
テ
ィ
ス)

伝
え
方
大
全

(

カ
ー
マ
イ
ン
・

　
　
　

ガ
ロ)
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　７月 27 日、地域創造複合施設 ( 十勝さらべつ熱中小学校 ) で、生徒のみなさんによるボランティア活動として、

校舎の床などの清掃が行われました。

　この活動は、第１期から熱中小学校に通う加藤舞さん ( 帯広市 ) が「日頃使っている校舎で自分たちができるこ

とをしよう」と生徒に呼びかけて実現しました。加藤さんは建築関係の仕事をしており「校舎に使われている木材

　８月 18 日、白石友柄さん (NPO 教育支援協会北海道専務理事 ) と宮島衣

瑛さん ( 株式会社 Innovation Power CEO) を講師に迎えた「更別子どもの学

びボランティア育成研修会」が、地域創造複合施設 ( 十勝さらべつ熱中小学

校 ) で開催されました。

　午前中の講義では「地域で作るナナメの関係」と題し、子どもたちとの接

し方について、積極的な態度で相手を受け入れて理解を示し信頼関係を構築

することや、感情面のサポートや助言をしたり良い見本を見せることで模範

子どもとの関わり方を考える研修会を開催

は手入れをしないと乾燥が進み、ひび割れやすき間の原因になる」とのことか

ら、雑巾で油分を染み込ませることを提案。同じく生徒で、自家製の亜麻仁油

の製造に取り組む小谷広一さん ( 協和区 ) から、製造工程で規格外となった油

が提供されました。

　当日は生徒約 20 名が、雑巾を片手に床や柱、天井の梁といった木部の雑巾

がけ作業に汗を流しました。加藤さんは「みなさんが協力してくれて本当に感

謝しています。今後も定期的に続けていきたいです」と話してくれました。

熱中小学校の生徒が清掃ボランティアを実施

となるような存在になって接することが重要と解説されました。午後からは、プログラミングに関する講義や全世

代で遊ぶことができるグループゲームを考えるワークショップが行われました。研修会に参加したみなさんは、子

どもたちとの放課後活動や義務化されるプログラミング教育について理解を深めている様子でした。

令
和
２
年

　
更
別
村
成
人
式
の
お
知
ら
せ

●
日
時

　
令
和
２
年
１
月
12
日(

日)

　
10
時
00
分
〜

※
遠
方
か
ら
帰
省
す
る
方
の
た
め「
成
人
の
日
」

　
前
日
に
開
催
し
て
い
ま
す
。

●
場
所

　
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

●
対
象
者

　
平
成
11
年
４
月
２
日
〜
平
成
12
年
４
月
１
日

　
に
生
ま
れ
た
方

※
11
月
に
開
催
案
内
を
郵
送
す
る
予
定
で
す
。

●
問
い
合
せ

　
教
育
委
員
会
事
務
局
社
会
教
育
係

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
☎
52
・
３
１
７
１

秋のすずらん無料法律
相談を開催します

　
日
頃
、
弁
護
士
に
相
談
し
た
く
て
も
な
か
な
か
機
会

が
な
い
と
い
う
方
や
、
ち
ょ
っ
と
敷
居
が
高
く
て
相
談

で
き
な
い
と
い
う
方
も
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
日
時

　
10
月
16
日(

水)

　
13
時
30
分
〜
16
時
30
分

●
場
所

　
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

●
そ
の
他
　

　
事
前
に
電
話
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
相
談
時
間
は
30
分
で
す
。

●
予
約
・
問
い
合
せ

　
役
場
総
務
課
庶
務
係
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
☎
52
・
２
１
１
１

16各課・施設の電話／メールアドレス　→　教育委員会　　☎ 52 − 3171　　kyoui@sarabetsu.jp

　　　　　　　　　　　　　　　　　→　子育て応援課　☎ 53 − 3700　　kosodate@sarabetsu.jp

17 各課・施設の電話／メールアドレス　→　とかち広域消防事務組合更別消防署　☎ 52 − 2201　　syoubou@sarabetsu.jp

　　　　　　　　　　　　　　　　　→　ふるさと館　　　　　　　　　　☎ 52 − 2211　　furusato@sarabetsu.jp

車
に
よ
る
移
動
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

　

政
府
は
、
少
子
高
齢
化
や
地
方
の
過

疎
化
な
ど
に
伴
う
社
会
の
課
題
が
デ
ジ

タ
ル
化
で
解
決
で
き
る
部
分
が
多
い
と

判
断
し
、
経
済
財
政
運
営
と
改
革
の
基

本
方
針
を
「
骨
太
の
方
針
」
と
し
、
成

長
戦
略
を
閣
議
決
定
し
ま
し
た
。

　

安
倍
首
相
は
、
経
済
財
政
諮
問
会
議

と
未
来
投
資
会
議
の
合
同
会
議
で
「
Ｓ

ｏ
ｃ
ｉ
ｅ
ｔ
ｙ
５
・
０
の
実
現
に
力
を
尽

く
し
、
経
済
社
会
の
構
造
改
革
を
一
層

強
力
に
進
め
て
い
く
」
と
強
調
さ
れ
ま

し
た
。
ま
た
、地
方
創
生
の
分
野
で
は
、

自
治
体
が
地
域
の
課
題
解
決
に
主
体
的

に
取
り
組
み
、
民
間
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活

用
す
る
こ
と
が
活
性
化
の
カ
ギ
に
な
る

　

「
Ｓ
ｏ
ｃ
ｉ
ｅ
ｔ
ｙ
５
・
０
」
は
、
狩
猟
社
会
、
農
耕

社
会
、
工
業
社
会
、
情
報
社
会
に
続
く
第
５
の
社
会

を
示
す
概
念
で
す
。
具
体
的
に
は
、
Ａ
Ｉ(

人
工
知

能)

や
Ｉ
ｏ
Ｔ(

モ
ノ
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト)

と
い

っ
た
最
先
端
技
術
を
積
極
的
に
活
用
し
、
農
作
業
の

自
動
化
や
ド
ロ
ー
ン
に
よ
る
荷
物
配
送
、
自
動
運
転

「
令
和
」
新
時
代
「
Ｓ
ｏ
ｃ
ｉ
ｅ
ｔ
ｙ
５
・
０
」へ
の
挑
戦

〜
「
骨
太
の
方
針
」
具
現
化
へ
の
道
〜

グ(

Ｉ
Ｃ
Ｔ
ク
ラ
ブ)

事
業
、
熱
中

小
学
校
事
業
、Ｃ
Ｃ
Ｒ
Ｃ
事
業
な
ど
、

関
係
機
関
と
の
連
携
事
業
の
推
進
を

核
に
、
第
６
期
更
別
村
総
合
計
画
に

登
載
し
た
今
後
10
年
間
の
到
達
目
標

の
達
成
と
施
策
の
完
全
実
施
を
目
指

し
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
は
、
①
領
域
を
超
え

た
デ
ー
タ
連
携
基
盤
の
構
築
と
デ
ー

タ
の
適
切
な
管
理
、
②
高
速
通
信
基

盤(

５
Ｇ)

・
セ
ン
サ
ー
を
埋
め
込

ん
だ
イ
ン
フ
ラ
整
備
、
③
住
民
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
構
築
、

④
技
術
実
装
で
き
る
企
業
と
の
連
携

な
ど
が
不
可
欠
で
あ
り
、
白
地
か
ら

未
来
都
市
を
作
る
の
で
は
な
く
、
積

み
重
ね
た
実
績
を
も
と
に
、
豊
か
で

便
利
な
村
を
作
っ
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。　

と
さ
れ
、
地
方
へ
の
新
た
な
人
の
流
れ
を
創
出
し

特
定
の
地
域
に
継
続
的
に
関
わ
る
「
関
係
人
口
」

を
増
加
さ
せ
る
こ
と
や
、
２
０
２
０
年
度
か
ら
の

５
か
年
計
画
「
第
２
期
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創

生
総
合
戦
略
」
の
策
定
に
向
け
て
、
こ
れ
ま
で
の

事
業
検
証
を
行
い
、
具
体
的
な
成
果
を
目
指
し
て

取
り
組
む
自
治
体
へ
の
支
援
を
強
化
し
、
広
域
連

携
事
業
や
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
推
進
に
積
極
的
な
自

治
体
へ
の
地
方
財
政
措
置
の
拡
充
を
検
討
す
る
方

針
を
示
し
て
い
ま
す
。

　

更
別
村
ス
ー
パ
ー
シ
テ
ィ
構
想
と
は
、
最
先
端

技
術
を
活
用
す
る
「
Ｓ
ｏ
ｃ
ｉ
ｅ
ｔ
ｙ
５
・
０
」
の

実
現
に
よ
り
、
未
来
社
会
を
先
行
実
現
す
る
住
民

フ
ァ
ー
ス
ト
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
構
想
で

す
。
近
未
来
技
術
等
実
装
事
業
、
ス
マ
ー
ト
農
業

加
速
化
事
業
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
移
住
・
定
住

事
業
、
農
村
市
街
地
活
性
化
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
事

業
、
農
山
漁
村
振
興
農
泊
事
業
、
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン

ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
を
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
に

据
え
、
誰
も
が
便
利
で
豊
か
な
生
活
を
！

全
道
技
術
競
技
大
会
に
参
加
し
て

　
　
　
　
　
　
３
年
　
戸
田
　
凪
香

　

８
月
１
日
に
岩
見
沢
農
業
高
校
で

行
わ
れ
た
全
道
技
術
競
技
大
会
に
参

加
し
ま
し
た
。
私
は
３
回
目
の
出
場

で
、
今
ま
で
は
入
賞
で
き
ず
に
悔
し

い
思
い
を
し
て
い
た
の
で
最
後
こ
そ

は
最
優
秀
賞
を
と
り
た
い
と
勉
強
を

し
ま
し
た
。
今
年
は
14
名
が
参
加

し
、
５
名
が
入
賞
し
ま
し
た
。
放
課

後
や
夏
休
み
を
使
い
、
各
自
で
調
べ

学
習
や
過
去
問
を
解
く
な
ど
自
分
な

り
の
方
法
で
勉
強
を
進
め
て
い
き
ま

し
た
。
そ
の
成
果
を
発
揮
す
る
こ
と

が
で
き
、
３
名
が
全
国
大
会
に
出
場

し
ま
す
。
そ
こ
で
も
入
賞
で
き
る
よ

う
に
準
備
を
始
め
て
い
き
ま
す
。

　
　
　
　
　
　

１
年
　
氏
家
友
太
郎

　

私
は
、
農
業
鑑
定
競
技
の
農
業
分

野
で
参
加
し
ま
し
た
。
大
会
前
に
夏

休
み
の
学
校
で
作
物
の
種
類
や
病

気
、
農
業
機
械
な
ど
に
つ
い
て
学
習

し
た
こ
と
を
生
か
し
挑
み
ま
し
た
。

　

競
技
終
了
後
の
自
己
採
点
で
は
、

入
賞
は
困
難
か
と
落
胆
し
ま
し
た

が
、
無
事
優
秀
賞
を
と
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
し
っ
か
り
と
成
果
を
発

揮
す
る
こ
と
が
で
き
よ
か
っ
た
で

す
。
こ
の
大
会
で
の
経
験
を
生
か
し

て
、
全
国
大
会
で
も
結
果
を
出
せ
る

よ
う
に
頑
張
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　

１
年
　
近
藤
さ
く
ら

　

私
は
、
家
畜
審
査
競
技(

乳
牛
の

部)

に
参
加
し
ま
し
た
。
事
前
勉
強

会
で
は
、
私
を
含
め
た
３
人
で
最
優

秀
賞
を
目
指
し
て
沢
山
勉
強
し
ま
し

た
。
共
進
会
で
活
躍
し
て
い
る
農
家

さ
ん
で
直
接
講
義
を
受
け
、
搾
乳
ロ

ボ
ッ
ト
な
ど
最
新
の
農
業
機
械
を
見

る
機
会
も
い
た
だ
き
、
大
変
に
勉
強

に
な
り
ま
し
た
。
本
当
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

初
め
て
の
全
道
技
術
大
会
は
緊
張

も
し
ま
し
た
が
、
と
て
も
楽
し
か
っ

た
で
す
。
当
日
は
気
温
が
高
く
、
と

て
も
暑
か
っ
た
た
め
、
結
果
を
待
つ

時
間
は
辛
か
っ
た
で
す
が
、
優
秀
賞

を
と
れ
て
と
て
も
嬉
し
か
っ
た
で

す
。
来
年
こ
そ
最
優
秀
賞
を
と
れ
る

よ
う
に
頑
張
り
ま
す
。

更
別
村
ス
ー
パ
ー
シ
テ
ィ(

ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ)

構
想
で
行
政
課
題
の
解
決
を
！



総人口

3,174 人
（ー 2 人）

男性

1,566 人
（ー 1 人）

女性

1,608 人
（ー 1 人）

世帯数

1,335世帯
（ー 1 世帯）

地域安全ニュース

■更別村の交通死亡事故死ゼロ記録

　431 日 (8 月 31 日現在 )

■地域安全運動のお知らせ

　『秋の全国交通安全運動』のお知らせ

　９月 21日 ( 土 ) から 30 日 ( 月 ) まで、秋の全

国交通安全運動が実施されます。

　日没時間が早くなり、交通事故が起きやすく

なります。運転手のみなさんは早めのライト点

灯を、歩行者のみなさんは反射材用具などを身

につけ、交通安全に努めましょう。

戸籍の窓口

森　田　隆　一 さん（北更別区）92 歳

佐　藤　敏　子 さん（南更別区）81 歳

井　脇　富水子 さん（勢 雄 区）81 歳

今　井　よしみ さん（緑 町）64 歳

八や

ぎ木
　
寛か
ん

太た 

く
ん

平
成
30
年
9
月
6
日
生

本
町

　北海道が大変な状況のなか産まれて

きました。

　兄ちゃんと遊ぶの大好き。たまに怒

られてもすぐに仲直りして楽しく遊ん

でいます。これからもノビノビと大き

くなあれ。

　　　　　　　　　　　　俊宏・玲

山や
ま
も
と本

　
愛あ
い

華か 

ち
ゃ
ん

平
成
30
年
9
月
22
日
生

北
更
別
区

　遊ぶの大好き！お喋り大好き！いつ

も元気いっぱいな愛華です。

　これからもたくさん遊んで、笑っ

て、元気にすくすく成長してね。

　　　　　　　　　　和也・紗由里

　消費税率の引き上げにより低所得者・子育て世帯の消費に与える影響を緩和するため、下記の対象者に対して

「さらべつプレミアム付商品券」を販売します。商品券は、村内約 60 事業所で使用可能です。購入を希望され

る対象者のうち、①に該当する方は、12 月 30 日 ( 月 ) までに役場保健福祉課で申請手続きをお願いします。

◆販売対象者

　①令和元年度村民税非課税者

　　( 基準日 : 平成 31 年１月１日 )

　※村民税課税者と同一生計の配偶者、扶養親族、生

   　活保護被保護者などを除きます。

　※村から購入案内文書が届いた方や、購入案内文書

　　が届いていない方で、対象になると考えられる購

　　入希望者は、申請書を提出する必要があります。

　②３歳未満の子ども ( 平成 28 年４月２日〜令和元年

　　９月 30 日生まれ ) がいる世帯の世帯主

　※９月中旬以降、随時購入引換券を発行します。

◆さらべつプレミアム付商品券の概要

　・発行単位、購入上限、プレミアム率

　　500 円券の 10 枚綴り(5,000 円分)を１セット 4,000

　　円で販売。１人５セットまで購入可能。プレミア

　　ムは１セット 1,000 円 (20％ )。

　・商品券販売期間

　　10 月１日 ( 火 ) 〜令和２年１月 31 日 ( 金 )

　・商品券使用可能期間

　　10 月１日 ( 火 ) 〜令和２年２月 29 日 ( 土 )

●問い合せ

　役場保健福祉課福祉係　☎ 53 ー 3000

『さらべつプレミアム付商品券』購入希望者の受付を開始します
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